
旧大塩小学校跡地。日本
の協同組合発祥地は大塩。
賀川豊彦「乳と蜜の流る
る郷」の舞台

「柏木城跡」
葦名氏が天正12年(1584)に伊達政宗
の会津進攻を阻止するために築いた
若松城の2倍を有する50ヘクタール
の巨大な山城。石垣が随所にあり、
家臣が交替で番をした「番城」。常
時150騎が置かれ、三瓶氏と穴沢氏
がいました

大塩一里塚（八丁壇）
片方のみ現存します

塩井跡、元は橋の
北側にありました。
直江兼続時代は家
臣の鈴木明貞が塩
役でした

米沢街道並木道に現存する最
大の赤松「殿様松」樹齢400
年以上です

大塩宿肝煎屋敷跡

萱峠（かや峠）頂上にあった
茶屋跡。東側100メートルに
は墓があります

「鹿垣（ししがき）跡」伊達政宗
の会津進攻を阻止するために、葦
名氏が1585年に築いた大規模な防
塁跡。長さ163メートルあります

「中ノ七里」若松と米沢
間、14里（約56㌔）の中
間28㌔地点。一里塚は消
滅し、跡だけがあります

大塩宿検
断屋敷跡

米沢街道1
大塩～中ノ七里
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